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物  質  名 2-フェニルフェノール ＤＢ－37 

別  名 2-ヒドロキシビフェニル、ビフェ

ニル-2-オール 
構 造 式 

 

CAS 番号 90-43-7 
PRTR 番号 1-346 
化審法番号 4-19 
分子式 C12H10O 分子量 170.21 
沸点 286℃1) 融点 59℃2) 
蒸気圧 2×10-3 mmHg（25℃、実測値）3)  換算係数 1 ppm = 6.96 mg/m3（25℃） 
分 配 係 数（log Pow） 3.09（実測値）4) 水溶性 7.0×102 mg/L（25℃、実測値）5) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50 1,050 mg/kg 6)  
 ラット 経口 LD50 2,000 mg/kg 6)  
 ラット 経口 LD50 2,700 mg/kg 6)  
 ラット 吸入 LC50 > 949 mg/m3 (1hr) 6)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、0.13、0.31、0.63、1.3、2.5％の濃度で 13 週間混餌投与（雄で 0、180、390、760、
1,700、2,800 mg/kg/day、雌で 0、200、410、800、1,700、3,000 mg/kg/day）した結果、1.3％以

上の群の雄及び 2.5％群の雌で体重増加の抑制、1.3％以上の群の雄で種々の臓器重量の減少

を認めた 7)。この結果から、NOAEL を 0.63％（390 mg/kg/day）とする。 
・ラットの雄に 0、0.08、0.4、0.8％、雌に 0、0.08、0.4、1％の濃度で 2 年間混餌投与（雄で 0、

39、200、400 mg/kg/day、雌で 0、49、240、650 mg/kg/day）した結果、0.4％以上の群の雄の

膀胱で移行上皮過形成の発生率の増加、0.4％以上の群の雌で頻尿や褐色の尿の発生率の増

加、0.8％群の雄で着色尿の発生率の増加、0.8％群の雄及び 1％群の雌で体重増加の抑制を認

めた 8)。この結果から、NOAEL を 0.08％（39 mg/kg/day）とする。 
・マウスに 0、250、500、1,000 mg/kg/day を 2 年間混餌投与した結果、250 mg/kg/day 以上の群

の雌雄で肝臓重量の増加、250 mg/kg/day 以上の群の雌及び 500 mg/kg/day 以上の群の雄で体

重増加の抑制、500 mg/kg/day 以上の群の雄の肝臓で好酸性細胞巣を認めた 9)。この結果から、

LOAEL を 250 mg/kg/day とする。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、35、125、457 mg/kg/day を混餌投与した 2 世代試験の結果、親では、125 mg/kg/day
以上の群の F0 世代の雌雄及び 457 mg/kg/day 群の F1 世代の雄で膀胱の移行上皮過形成、457 
mg/kg/day 群の F0、F1 世代の雌雄で体重増加の抑制、F0、F1 世代の雄で腎臓重量の増加、仔で

は、457 mg/kg/day 群の F1、F2 世代で体重増加の抑制を認めた。親世代では、投与に関連した

生殖への影響はなかった 10, 11)。この結果から、生殖・発生毒性の NOAEL を母ラットで 35 
mg/kg/day、父ラットで 457 mg/kg/day 以上、仔で 125 mg/kg/day とする。 

・ラットに 0、100、300、700 mg/kg/day を妊娠 6 日から 15 日まで強制経口投与した結果、700 
mg/kg/day 群で 1 匹の死亡、体重増加の抑制、肝臓重量の減少を認めたが、着床痕数、吸収胚

数、同腹仔数等への影響はなかった。胎仔では、700 mg/kg/day 群で胸骨分節、頭蓋骨等の骨
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化遅延の発生率の増加を認めた 12）。この結果から、母ラット及び胎仔の NOAEL を 300 
mg/kg/day とする。 

・ラットに 0、150、300、600、1,200 mg/kg/day を妊娠 6 日から 15 日まで強制経口投与した結

果、1,200 mg/kg/day 群で 10/11 匹が死亡し、300 mg/kg/day 以上の群で体重増加の抑制、600 
mg/kg/day 群で吸収胚の増加を認めた。胎仔では、投与に関連した奇形はなかったが、600 
mg/kg/day 群で低体重を認めた 13) 。この結果から、NOAEL を母ラットで 150 mg/kg/day、胎

仔で 300 mg/kg/day をとする。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・眼、皮膚、気道を刺激する。眼に入ったり、皮膚に付くと、発赤を生じる。経口摂取や吸入

で、胃痙攣、腹痛、咳、息苦しさを生じる。心血管系、胃腸管、腎臓、肝臓、肺に影響を与

え、呼吸不全、組織の損傷及び出血を生じることがある。長期または反復ばく露すると腎臓

に影響を与え、組織損傷、出欠を生じることがある 14)。 
・本物質や p-体を製造する化学工場の労働者で、皮膚の白斑症が数年間で 16 例発生した。一部

の症例では、接触性皮膚炎を生じた後、炎症部位が色素脱失を起こし、その周囲には色素沈

着が起きたが、皮膚炎を生じないで白斑症となった症例もあった。患者 3 人に本物質でパッ

チテストした結果、うち 1 人で陽性の結果であった 15) 。 
・本物質を含む市販の消毒剤を致死量飲んだ女性で、肝臓及び腎臓の機能障害、急性呼吸窮迫

症候群及び肺線維症を伴う肺の重篤な損傷が引き起こされたが、34 日間の酸素療法の後、退

院した 16)。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価：3 17) 
実験動物及びヒトでの発がん性に関して十分な証拠がないため、IARC の評価では 3（ヒトに

対する発がん性については分類できない）に分類されている。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH －  
 日本産業衛生学会 －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

経口ばく露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた NOAEL 39 mg/kg/day（膀胱

の移行上皮過形成の増加）を採用し、同値を暫定無毒性量等に設定する。 
吸入ばく露について、暫定無毒性量等は設定できなかった。 
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